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2010年3月期 決算説明会

2010年5月11日（火）

船井電機株式会社

証券コード ６８３９
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Ⅰ．今後の戦略

・経営方針

・我々を取り巻く環境

・当期の展望と施策

・中期目標と施策
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１．経営方針①

120億円
（3.6%）

3,300億円

130億円
（3.7%）

111億円
（3.5%）

営業利益

3,500億円3,149億円売上高

前期計画 当期計画前期実績

当期計画 （売上高・営業利益）
（2011年3月期）

92.50円 90.00円92.60円期中平均レート
（対USドル）
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スピード 商品開発商品開発

商品企画商品企画

販 売販 売

部材調達
製造

部材調達
製造

アナログからデジタルへの移行
商品ライフサイクル短縮化

急速な価格低下

マーケットの変化に適応するために

スピード対応が必要

スピード重視の売れる商品づくりスピード重視の売れる商品づくり

２．経営方針②
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３．我々を取り巻く環境

景気は最悪期を脱しつつあるが、本格的な回復の時期は不透明

米国米国の高失業率の高失業率

●失業率が高水準で推移 （3月9.7%、年内9～10%台で推移）

●消費の本格的な回復は不透明で市場環境の先行きは予断を許さない情勢

所得不安による消費支出の抑制が継続する可能性あり

①資源高と部材価格の上昇 ②為替相場の変動 ③中国メーカーの台頭

主要国（米・中・欧・日）のリスク要因主要国（米・中・欧・日）のリスク要因

激
動
期

5

当社にとって、むしろチャンス

所得不安からの節約志向 巣籠もり現象 Staycation

旅行・外食・高級商品の買い控え
安価なホームエンターテインメント

商品は比較的好調

激動期

市
場
環
境

船
井
の
強
み

商品ラインナップ
景気低迷下でも売れる商品を
ラインナップ

有力顧客との

ビジネス展開

４．当期の展望と施策①

(LCD TV, Blu-ray, Printer, etc.)
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５．当期の展望と施策②

Ｓｐｅｅｄ – 全部門で実行・ＩＴ化推進

経営資源（ヒト・モノ・カネ）の最適配分1

ＦＰＳの更なる推進 – ムダを省く2

3

コスト競争力の強化

売上の拡大 コストの低減

在庫管理の徹底 Speed経営の実践

7

６．当期の展望と施策③

前期の実績前期の実績

最優先課題であった 「テレビ事業の赤字脱却」 を達成

当期の施策当期の施策

1. 開発・生産・納期の厳守

2. 商品ラインナップ・ブランドポジション・販社体制の確立

3. LCD TV： LED/3D/IPTV/Combo製品の早期開発・投入

4. Blu-ray： 3D/IPTV対応製品の早期開発・投入

5. 情報機器： プリンター事業の拡大

6. 北米・欧州市場におけるシェア向上と中国市場への参入
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７．当期の展望と施策④

ＬＣＤ ＴＶ販売台数推移

0

200

400

600

800

1000

06/3期 07/3期 08/3期 09/3期 10/3期 11/3期 12/3期

54
206 254

347

（単位：万台）
1,000万台

（実績） （実績） （実績） （実績） （計画）（実績） （目標）

545

750
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８．中期目標と施策①

中期（2012年3月期） 連結売上高・営業利益目標

5,000億円 250億円 （営業利益率5%）売上高 営業利益

目標達成のための施策

人財の育成・登用

プリンターに代表されるメカトロニクス関連事業の拡大

1

4

5

ＬＣＤ ＴＶ販売台数目標１,０００万台（生き残るための必要最低条件）2

Ｂｌｕ-ｒａｙ関連商品ラインナップの拡充3
Player Recorder Home Theater System Portable Player

新規マーケットへの参入（BRICs）・新規事業の創出
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９．中期目標と施策②

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

04/3期 05/3期 06/3期 07/3期 08/3期 09/3期 10/3期 11/3期 12/3期
（計画） （目標）

3,830
3,421

3,967
3,608

（億円）
55,,000000

2,771

3,500

3,027

中期売上高目標中期売上高目標

3,149
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１０．中期目標と施策③

365 333

233 207

▲24

14

111 130

(50)

0

50

100

150

200

250

300

350

400

04/3期 05/3期 06/3期 07/3期 08/3期 09/3期 10/3期 11/3期 12/3期
（計画） （目標）

営業利益率

（億円）

0.5%

▲  0.8%

5.2%

3.7%3.5%

6.5%

8.7%

10.7%

250250

55%%

中期営業利益目標中期営業利益目標
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Ⅱ．決算概要（連結）

1. 2010年3月期決算概要
2. 機器別売上高
3. 映像機器の売上高
4. ＤＶＤ関連機器の売上高
5. テレビ関連機器の売上高
6. 情報機器の売上高
7. 地域別売上高
8. 営業利益増減要因
9. 財務の状況
10.  棚卸資産
11. 設備投資額・減価償却費・研究開発費
12.  今期（2011年3月期）の計画

13

(3.3%)(2.6%)(△5.7%)（ 当 期 純 利 益 率 ）

+16+27610387△173当 期 純 利 益

(3.7%)(3.5%)(0.4%)（ 経 常 利 益 率 ）

+2+10411611412経 常 利 益

(3.5%)(3.6%)(0.5%)（ 営 業 利 益 率 ）

△ 9+9711112014営 業 利 益

△151
(△4.6%)

+122
(+4.0%)3,1493,3003,027売 上 高

修正計画比
増減

（ ）は増減率

前年同期比
増減

（ ）は増減率
当当 期期修正計画修正計画

(09(09年年1010月月2929日）日）前前 期期

92.60円92.50円100.66円期中平均レート
（対米国ドル）

（単位：億円）

＋5 (※1)

△13 (※2)

＋7(※3)

＋172(※4)

90.21円

09年9月

93.04円98.23円

10年3月09年3月月末レート
（対米国ドル）

１．2010年3月期 決算概要

（※1） 受取利息+7、支払利息△1、為替差損△1

（※2） 特別利益+1、特別損失△9、法人税等他△5

（※3） 受取利息減△27、為替差損減+28、 支払利息減+3、その他+3

（※4） 特別利益減△4、特別損失減+41、 過年度法人税等減＋168、法人税等他増△33
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２．機器別売上高

271

450

2,306

268

546

2,335

3,149億円

映像機器

情報機器

その他

3,027億円

映像機器

情報機器

その他

： ＋ 29億円 （＋ 1.3％）

： ＋ 96億円 （＋21.4％）

： △ 3億円 （△ 1.5％）

合計 ： ＋122億円 （＋ 4.0％）

前 期比

当期前期

15

３．映像機器の売上高

1,456

850

1,636

699

ＤＶＤ関連機器

テレビ関連機器

DVD関連機器

テレビ関連機器

：△151億円 （△17.8％）

：＋180億円 （＋12.4％）

合計 ：＋ 29億円 （＋ 1.3％）

前 期比

2,335億円2,306億円

当期前期
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４．ＤＶＤ関連機器の売上高

306

122

198

204

20

114

189

154

232

10

ビデオ

ＤＶＤﾚｺｰﾀﾞ関連

DVDﾌﾟﾚｰﾔ関連
ﾌﾞﾙｰﾚｲﾃﾞｨｽｸ

デジタルSTB他

DVDﾚｺｰﾀﾞ関連

DVDﾌﾟﾚｰﾔ関連

ビデオ

：△ 44億円 （△22.2％）

：＋ 28億円 （＋13.7％）

合計 ：△151億円 （△17.8％）

前 期比

デジタルSTB他

：△ 10億円 （△50.0％）

699億円

850億円

当期前期

ﾌﾞﾙｰﾚｲﾃﾞｨｽｸ

：△192億円 （△62.7％）

：＋ 67億円 （＋54.9％）

・市場は縮小しているが、北米でプレーヤが予想以上
に増加、レコーダは全体に減少

DVDﾚｺｰﾀﾞ関連DVDﾌﾟﾚｰﾔ関連

・ﾌﾟﾚｰﾔに加え、新しく市場投入した

ﾚｺｰﾀﾞの売上が寄与

デジタルSTB他 ・６月にデジタルＳＴＢの生産終了

ﾌﾞﾙｰﾚｲﾃﾞｨｽｸ
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５．テレビ関連機器の売上高

32

1,342

82

36

1,594

6

ブラウン管テレビ

液晶テレビ

その他

： △ 76億円 （△92.7％）

： ＋252億円 （＋18.8％）

： ＋ 4億円 （＋12.5％）

合計 ： ＋180億円 （＋12.4％）

前 期比

液晶テレビ

その他

ﾌﾞﾗｳﾝ管ﾃﾚﾋﾞ

1,636億円

当期前期

1,456億円
・薄型テレビの急速な普及に伴い生産終了

・北米市場を中心に伸長

液晶テレビ

ﾌﾞﾗｳﾝ管ﾃﾚﾋﾞ
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６．情報機器の売上高

：＋ 96億円 （＋21.4％）情報機器

・デジタルスチルカメラは受注の一巡により

売上計上なし

・インクジェットプリンターの受注増が寄与

情報機器

前 期 比

450

546

546億円

450億円

当期前期

19

７．地域別売上高

370
132
364

2,161

484

196
305

2,164

3,027億円 3,149億円

アジア他

日 本

欧 州

北 米 ：＋ 3億円 （＋ 0.1％）

：△ 59億円 （△16.2％）

：＋ 64億円 （＋48.5％）

：＋114億円 （＋30.5％）

合計 ： ＋122億円 （＋ 4.0％）

前 期 比

北 米 ・液晶テレビは拡大したが、デジタル
ＳＴＢは減少

・縮小均衡の下ＤＶＤ関連製品、液晶
テレビとも売上減少

欧 州

当期前期

北 米
欧 州

日 本
アジア他

日 本 ・液晶テレビ、ﾌﾞﾙｰﾚｲﾃﾞｨｽｸﾚｺｰﾀﾞが
伸長
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８．営業利益増減要因

修正計画

＊付加価値＝売上－（売上原価＋販売費）

当期実績

計画比

120

△17

△4
12

111

営業利益
営業利益

売上減少に
よる減益

一般管理費減

付加価値率
低下

前期比

営業利益

当期前期

14

10

78

9

111

付加価値率
良化

一般管理費減

営業利益

営業利益

売上増加
による増益
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９．財務の状況

424 445

306 484 384
288

341 351

917 860

439

965

2,040

資
産
の
状
況

資
産
の
状
況

負
債
・純
資
産
の
状
況

負
債
・純
資
産
の
状
況

2,166

負債の状況負債の状況

・現金預金

・売上債権

・棚卸資産

・固定資産他

△ 105億円

＋ 63億円

＋ 78億円

＋ 6億円

資産の状況資産の状況

現金預金

売上債権

棚卸資産

固定資産他

仕入債務

未払金他

純資産

（単位：億円）

281 313

362 300

1,355
1,398

1,427

411

357

純資産の状況純資産の状況

1,998

前年同期比

2010/3
（当期末）

2009/12
（当期3Ｑ）

2,166
2,0401,998

2009/3
（前期末）

・仕入債務

・未払金他

＋ 32億円

△ 62億円

（自己資本比率 69.6％）

△ 30億円

＋ 72億円

＋ 42億円
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10．棚卸資産

〈在庫回転月数〉

97

209

158

326

176

208

384億円

1.7ヶ月

2010/3
（当期末）

部品仕掛品等

製 品

前年同期比

△ 1億円

＋79億円

製品

部品仕掛品等

1.5ヶ月

2009/3
（前期末）

306億円

1.8ヶ月

2009/12
（当期3Q）

484億円

23

11．設備投資額・減価償却費・研究開発費

50 43 36 43

130
134

0

30

60

90

120

150

180

（億円）

前期 当期

前期比

△7億円
前期比

＋7億円

前期比

＋4億円

設備投資額 減価償却費 研究開発費

前期 当期 前期 当期
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12．今期（2011年3月期）の計画

（単位：億円）

（参考）機器別の売上高内訳 （単位：億円）

合 計

そ の 他

情 報 機 器

＋2302,5652,335映 像 機 器

＋ 72618546

＋ 49317268

＋3513,5003,149

実績比
20112011年年33月期月期
計画計画

20102010年年33月期月期
実績実績

当期純利益

+19130587211111100営 業 利 益

当期純利益率

経常利益率

営業利益率 (3.7%)(3.2%)(4.2%)(3.5%)(0.7%)(6.0%)

+1312959701162195経 常 利 益
(3.7%)(3.3%)(4.1%)(3.7%)(1.4%)(5.7%)

△ 310044561033073
(2.9%)(2.4%)(3.3%)(3.3%)(2.0%)(4.4%)

1,670

上 期

20201010年年33月期実績月期実績

1,479

下 期

3,149

通 期

+351
（+11.1%）

3,5001,8001,700売 上 高

通 期下 期上 期

実績比増減

（ ）は増減率

20201111年年33月期月期計画計画

90.00円92.60円90.43円94.78円
期中平均レート
（対米国ドル）
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Ⅲ． 補足資料①
（第4四半期（1月-3月）決算概要）

1. 第4四半期（10年1月-3月）決算概要

2. 機器別売上高

3. 映像機器の売上高

4. ＤＶＤ関連機器の売上高

5. テレビ関連機器の売上高

6. 情報機器の売上高

7. 地域別売上高
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１．第４四半期（１０年１～３月）決算概要

（※1） 受取利息+0、支払利息△0、その他△0

（※2） 特別損失△8、法人税等他+22

(1.8%)(△2.1%)（四半期利益率）

+2411△13四半期純利益

(△0.5%)(△1.9%)（経常利益率）

+8△3△11経 常 利 益

(△0.6%)(△3.0%)（営業利益率）

+15△3△18営 業 利 益

＋42
(＋6.6%)669627売 上 高

前年同期比増減
（ ）は増減率

当当 期期前前 期期

90.74 円95.19円
期中平均レート
（対米国ドル）

（単位：億円）

＋0 (※1)

＋14(※2)

△7 (※3)

＋16(※4)

（※3） 受取利息減△3、為替差損益△6、 支払利息減+1、その他+1

（※4） 特別損失増△4、 法人税等他減+20
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２．機器別売上高

71

66

490

79

122

468

627億円
669億円

前期4Q 当期4Q

映像機器

情報機器

その他

： △ 22億円 （△ 4.5％）

： ＋ 56億円 （＋84.8％）

： ＋ 8億円 （＋11.3％）

映像機器

情報機器
その他

合計 ： ＋ 42億円 （＋ 6.6％）

前年同期比

(1-3月) (1-3月)
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３．映像機器の売上高

329

161

356

112

468億円

DVD関連機器

テレビ関連機器

490億円

ＤＶＤ関連機器

テレビ関連機器

： △ 49億円 （△30.4％）

： ＋ 27億円 （＋ 8.2％）

合計 ： △ 22億円 （△ 4.5％）

前年同期比

前期4Q 当期4Q
(1-3月) (1-3月)

29

４．ＤＶＤ関連機器の売上高

85

14

31

27

4

3

54

28

27

112億円

161億円

DVDﾚｺｰﾀﾞ関連

DVDﾌﾟﾚｰﾔ関連

ビデオ

前年同期比

ﾌﾞﾙｰﾚｲﾃﾞｨｽｸ

デジタルSTB他

ビデオ

ＤＶＤﾚｺｰﾀﾞ関連

DVDﾌﾟﾚｰﾔ関連
ﾌﾞﾙｰﾚｲﾃﾞｨｽｸ

デジタルSTB他

前期4Q 当期4Q
(1-3月) (1-3月)

： △ 3億円 （△ 9.7％）

： －億円 （ － ）

合計 ： △ 49億円 （△ 30.4％）

： △ 82億円 （△ 96.5％）

： △ 4億円 （ － ）

： ＋ 40億円 （＋285.7％）



30

５．テレビ関連機器の売上高

10

313

6

8

348

ブラウン管テレビ

液晶テレビ

その他

前年同期比

356億円329億円

液晶テレビ

その他

ﾌﾞﾗｳﾝ管ﾃﾚﾋﾞ

前期4Q 当期4Q
(1-3月) (1-3月)

： △ 6億円 （ － ）

： ＋ 35億円 （＋11.2％）

： △ 2億円 （△20.0％）

合計 ： ＋ 27億円 （＋ 8.2％）
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６．情報機器の売上高

：＋ 56億円 （＋84.8％）情報機器

前年同期比

66

122

122億円

66億円

前期4Q 当期4Q
(1-3月) (1-3月)
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７．地域別売上高

アジア他

日 本

欧 州

北 米 ：△ 87億円 （△ 19.3％）

：＋ 11億円 （＋ 20.0％）

：＋ 42億円 （＋221.1％）

：＋ 76億円 （＋ 73.8％）

合計 ：＋ 42億円 （＋ 6.6％）

前年同期比

北 米
欧 州

日 本
アジア他

103

19
55

450

179

61

66

363

627億円
669億円

前期4Q 当期4Q
(1-3月) (1-3月)
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Ⅳ．補足資料②

1. 四半期別決算概要

2. 機器別売上高の推移（四半期）
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１．四半期別決算概要

（単位：億円）

(4.1%)

31

(5.3%)

40

(4.8%)

37

776

1Q1Q

(2.3%)

18

(3.0%)

24

(1.8%)

14

810

3Q3Q

(1.8%)

11

(△ 0.5%)

△ 3

(△0.6%)

△ 3

669

44QQ

(4.6%)

41

(6.2%)

55

(7.1%)

63

894

2Q2Q

5858期期

(△2.1%)(△4.1%)(2.0%)(△23.2%)四半期純利益率

△13△ 3916△137四半期純利益

(△1.9%)(△3.8%)(1.8%)(7.5%)経 常 利 益 率

△11△ 351544経 常 利 益

(△3.0%)(△1.1%)(3.9%)(1.7%)営 業 利 益 率

△18△ 10339営 業 利 益

627954852594売 上 高

4Q4Q3Q3Q2Q2Q1Q1Q

5757期期
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２．機器別売上高の推移（四半期）

70

107

229

188

62

170

340

280

68

107

558

221

71
66

329

161

61

109

357

249

62

156

463

213

66

159

460

125

79

122

356

112

0

200

400

600

800

1,000

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

（億円）

テレビ関連機器 情報機器 その他DVD関連機器

776

594

(08/6) (08/9)

852
954

(08/12) (09/3)

627

(09/6) (09/9)

894

(09/12)

810

(10/3)

669
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注意事項

本資料は、歴史的事実ではない将来の業績に関する予想及
び見通しについての記載が含まれています。これらの記載は、
映像機器及び情報機器をはじめとする当社及び当社グループ
会社の事業に関連する業界動向、国内外の経済状況並びに為
替レートの変動その他の業績に影響を与える可能性のある要
因について、現時点で把握可能な情報をもとにした仮定及び見
通しを前提としています。したがって、実際の業績は、エレクトロ
ニクス業界における競争状況、市場動向、為替動向、新製品の
導入及びその成否、税制や諸制度に関する世界的な状況を含
む多くの不確実な要因の影響を受け、本記載の予想及び見通し
とは大きく異なる場合がありますのでご承知おきください｡


